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衆
議
院
議
員
遠
藤
和
良
君
提
出
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
帰
還
の
日
本
人
妻
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
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〇
八
第
一
号 
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月
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三
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内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 
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弘 

一 

 



 

三 

 

衆
議
院
議
員
遠
藤
和
良
君
提
出
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
帰
還
の
日
本
人
妻
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

（ １ ） 

北
朝
鮮
に
渡
航
し
た
日
本
人
妻
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

ア 

日
本
赤
十
字
社
と
朝
鮮
赤
十
字
会
と
の
間
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
百
五
十
五
次
に
わ
た
り

帰
還
が
実
施
さ
れ
、
六
千
四
百
八
十
四
人
の
日
本
人
が
北
朝
鮮
に
渡
航
し
た
が
、
こ
の
う
ち
日
本
人
妻
と

推
定
さ
れ
る
者
は
千
七
百
八
十
九
人
で
あ
る
。 

イ 

在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
問
題
に
関
す
る
日
朝
両
赤
十
字
代
表
団
の
合
意
書
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
六
年
五

月
十
四
日
か
ら
同
年
十
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
六
次
に
わ
た
り
帰
還
が
実
施
さ
れ
、
五
十
二
人
の
日
本
人 



（２） 

政
府
は
、
第
一
回
帰
還
船
以
来
の
毎
船
ご
と
の
帰
還
者
名
簿
か
ら
日
本
人
の
氏
名
を
抽
出
し
て
作
成
し
た

名
簿
を
有
し
て
い
る
が
、
日
本
人
妻
に
つ
い
て
は
、
性
別
、
年
齢
等
か
ら
推
定
す
る
ほ
か
な
く
、
そ
の
正
確

な
名
簿
は
、
こ
れ
を
有
し
て
い
な
い
。 

ウ 
在
日
朝
鮮
人
の
帰
国
問
題
に
関
す
る
日
朝
両
赤
十
字
代
表
団
会
談
要
録
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
六
年
十

二
月
十
七
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
二
十
六
次
に
わ
た
り
帰
還
が
実
施
さ
れ
、
百

四
十
三
人
の
日
本
人
が
北
朝
鮮
に
渡
航
し
た
が
、
こ
の
う
ち
日
本
人
妻
と
推
定
さ
れ
る
者
は
三
十
人
で
あ

る
。 

政
府
と
し
て
は
、
帰
還
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
日

本
人
妻
に
つ
い
て
は
飽
く
ま
で
も
推
定
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
一
般
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日
本
人
妻
の
家
族
等
か
ら
個
別
に
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
場
合
は
こ
れ
に
協
力 

が
北
朝
鮮
に
渡
航
し
た
が
、
こ
の
う
ち
日
本
人
妻
と
推
定
さ
れ
る
者
は
十
二
人
で
あ
る
。 

四 

 



二
及
び
四
に
つ
い
て 

（ １ ） 

政
府
は
、
日
本
人
妻
の
里
帰
り

及

び

そ
の
家
族
の
北
朝
鮮
訪
問
の
問
題
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
と
の
間
に
国
交

が
な
い
こ
と
か
ら
取
り
得
る
手
段
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
従
来
人
道
的
観
点
か
ら
次
の
よ
う
な
努
力
を
行
つ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

す
る
用
意
が
あ
る
。 

ア 

日
本
人
妻
の
里
帰
り
及
び
そ
の
家
族
の
北
朝
鮮
訪
問
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
妻
の
安
否
の
確
認
が
前
提

と
な
る
と
こ
ろ
、
日
本
人
妻
の
家
族
の
希
望
に
基
づ
き
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
北
朝
鮮
に
対
し
、
次
の

よ
う
に
日
本
人
妻
の
安
否
照
会
及
び
そ
の
里
帰
り
に
関
す
る
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、
適
当
な
機
会
を
と

ら
え
日
本
人
妻
の
家
族
の
北
朝
鮮
訪
問
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
依
頼
し
て
き
た
。 

（ア） 

昭
和
五
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
四
年
ま
で
の
間
に
計
十
四
回
に
わ
た
り
二
百
十
人
の
日
本
人
妻
に
つ

い
て
の
安
否
照
会
及
び
緊
急
を
要
す
る
者
に
つ
い
て
の
里
帰
り
に
関
す
る
依
頼
を
行
つ
た
。 

五 

 



ウ 

昭
和
六
十
一
年
一
月
及
び
同
年
五
月
に
行
わ
れ
た
日
ソ
外
務
大
臣
会
談
に
お
い
て
安
倍
外
務
大
臣
よ
り

シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ナ
ッ
ゼ
外
務
大
臣
に
対
し
、
並
び
に
同
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
日
ソ
事
務
レ
ベ
ル
協
議
に
お

い
て
日
本
側
よ
り
ソ
連
側
に
対
し
、
本
件
に
関
す
る
北
朝
鮮
の
柔
軟
な
対
応
を
期
待
し
て
い
る
と
の
政
府 

イ 

日
本
人
妻
の
安
否
照
会
、
そ
の
里
帰
り
及
び
日
本
人
妻
の
家
族
の
北
朝
鮮
訪
問
に
関
す
る
家
族
の
要
望

等
を
把
握
す
る
た
め
、
日
本
人
妻
の
家
族
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。 

（ オ ） 

昭
和
六
十
年
三
月
に
十
九
人
の
日
本
人
妻
に
つ
い
て
同
様
の
照
会
を
行
つ
た
。 

（ エ ） 

昭
和
五
十
九
年
九
月
に
十
九
人
の
日
本
人
妻
に
つ
い
て
同
様
の
照
会
を
行
つ
た
。 

（ ウ ） 

昭
和
五
十
六
年
九
月
に
右
二
百
十
人
の
う
ち
九
人
の
日
本
人
妻
に
つ
い
て
改
め
て
同
様
の
照
会
を
行

つ
た
。 

（ イ ） 

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
に
右
二
百
十
人
の
日
本
人
妻
に
つ
い
て
改
め
て
一
括
し
て
同
様
の
照
会
を
行

つ
た
。 

六 

 



（ ２ ） 

か
か
る
政
府
及
び
日
本
赤
十
字
社
の
努
力
に
関
し
、
日
本
人
妻
の
安
否
照
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
反
応

を
得
た
こ
と
並
び
に
最
近
若
干
の
日
本
人
妻
の
家
族
の
北
朝
鮮
訪
問
及
び
日
本
人
妻
と
の
再
会
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
の
ほ
か
は
、
日
本
人
妻
の
里
帰
り
が
実
現
し
な
い
理
由
を
含
め
、
北
朝
鮮
側
か
ら
は
何
ら
連
絡
を
受

け
て
い
な
い
。 

ア 

昭
和
五
十
七
年
十
月
に
、
北
朝
鮮
側
か
ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
九
人
の
日
本
人
妻
の
安
否
が
判
明

し
た
旨
連
絡
を
受
け
た
。
北
朝
鮮
側
か
ら
の
連
絡
に
よ
れ
ば
、
今
後
と
も
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
の

こ
の
種
の
安
否
照
会
に
は
、
通
信
連
絡
を
容
易
に
す
る
等
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
協
力
す
る
と
の
こ
と
で

あ
つ
た
。 

イ 

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に
、
北
朝
鮮
側
か
ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
日
本
人
妻
か
ら
家
族
に
あ

て
た
十
二
通
の
手
紙
が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
、
別
に
五
人
の
日
本
人
妻
の
安
否
が
判
明
し
た
旨
連
絡
を 

の
意
向
を
北
朝
鮮
に
伝
達
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。 

七 

 



五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
北
朝
鮮
向
け
の
再
入
国
の
許
可
は
、
親
族
訪
問
、
墓
参
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
人
道
ケ
ー

ス
を
中
心
に
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
あ
る
い
は
純
粋
な
商
用
を
目
的
と
す
る
者
な
ど
に
つ
い
て
は
特
段

の
忌
避
す
べ
き
事
情
が
な
い
限
り
こ
れ
を
認
め
て
き
て
お
り
、
そ
の
数
は
年
間
五
千
人
近
く
に
及
ん
で
い
る
。 

我
が
国
と
北
朝
鮮
と
の
間
の
郵
便
物
の
交
換
は
、
直
接
の
郵
便
運
送
手
段
が
な
い
た
め
、
中
国
又
は
ソ
連
経

由
で
行
つ
て
い
る
。 

万
国
郵
便
連
合
の
国
際
事
務
局
か
ら
得
て
い
る
情
報
に
よ
れ
ば
、
北
朝
鮮
は
郵
便
物
に
宝
石
、
通
貨
等
の
貴

重
品
を
封
入
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
た
め
、
現
金
を
北
朝
鮮
あ
て
に
郵
便
で
送
付
す
る
手
段
は
な
い
。 

受
け
た
。 

八 

 



八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

こ
の
制
度
は
、
所
定
の
事
項
が
記
入
さ
れ
た
受
取
通
知
用
紙
を
郵
便
物
と
と
も
に
送
付
し
、
郵
便
物
の
配
達

の
際
に
当
該
用
紙
に
受
取
人
の
署
名
を
受
け
、
こ
れ
を
差
出
人
あ
て
に
返
送
す
る
も
の
で
あ
る
。 

昭
和
六
十
年
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
あ
て
に
は
約
八
万
六
千
通
の
郵
便
物
が
送
達
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
十

四
件
の
調
査
請
求
が
あ
つ
た
。 

な
お
、
受
取
通
知
を
請
求
で
き
る
郵
便
物
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
北
朝
鮮
あ
て
郵
便
物
の
場
合
に
は
、
書
留

郵
便
物
及
び
小
包
郵
便
物
に
つ
い
て
こ
の
取
扱
い
を
請
求
で
き
る
。 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
査
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
に
つ
い
て
配
達
済
み
、
不
明
等
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し 

北
朝
鮮
あ
て
郵
便
物
に
つ
い
て
も
、
か
か
る
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

郵
便
物
が
受
取
人
に
配
達
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
制
度
と
し
て
「
受
取
通
知
」
が
あ
る
。 

九 

 



 

一
〇 

た
の
で
、
そ
の
旨
請
求
人
に
通
知
し
た
。 

九
に
つ
い
て 

北
朝
鮮
は
、
万
国
郵
便
条
約
第
四
十
二
条
の
規
定
に
沿
つ
た
手
続
を
実
施
し
て
い
る
模
様
で
あ
り
、
そ
の
場

合
に
は
、
北
朝
鮮
に
在
住
す
る
受
取
人
は
、
郵
便
物
の
差
出
し
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
調
査

請
求
書
を
郵
便
局
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
あ
て
の
郵
便
物
の
調
査
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

  




